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阿武町の誤給付事件を受け当会に来所相談された家族のアンケート調査から、オンラインカジノの相
談について精査してみました。
データから、オンラインカジノの相談割合が増え続けていることがわかり、はまっている世代は２０
代が60％となっていました。若者たちを守るためにも、早急な法整備を求めます。

報道各位

速報！増え続けるオンラインカジノ相談
4650万円誤給付事件

法整備は急務

公益社団法人

ギャンブル依存症問題を考える会 計1枚
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●当会の相談会に参加したギャンブル依存症者をもつ家族による記述式アンケート調査結果

本件のお問合せ先：(公社） ギャンブル依存症問題を考える会 (代表 ：田中紀子)
TEL 03-3555-1725 E-mail：info@scga.jp

2019年 2020年 2021年
2022年

1/1～5/20現在

相談者数 188 169 194 120

はまっていたギャンブルが「オン
ラインカジノ」と答えた人の数 8 7 20 15

％ 4.2 4.1 10.3 12.5

●2022年度オンラインカジノ当事者詳細

年代 人数 最年少21歳
最高齢54歳

平均年齢
30.8歳

２０代 9

３０代 4

４０代 1

５０代 1

職業 人数 ％

無職 3 20.0

アルバイト 2 13.3

正社員 9 60.0

不明 1 6.6

借金額 人数 ％

100万円未満 1 6.6

100万円以上～300万円未満 1 6.6

300万円以上～500万円未満 2 13.3

500万円以上～800万円未満 2 13.3

800万円以上～1000万円未満 1 6.6

1000万円以上 4 26.6

不明/数え切れない 4 26.6

サラリーマンやアルバイトといった
職に就いた一般人が、オンラインカジノ
にはまり1000万円以上、数え切れない額
の借金をしている人が半数以上に及びます。

またオンラインカジノにはまり、職を
失ってしまった人が3名 20％
（うち１名は拘留中）もおり、
これは大きな社会的損失と考えます

国にオンラインカジノに対する法整備を
早急に整えることを求めます。
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